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＜連絡事項＞

・看護グループ研修について

下記の通り実施します。対象の方は参加してください｡

日時：平成27年度10月22日（木）　　17：15～17：45
　　場所：病院2階会議室
　　対象：上級（看護・介護）
　テーマ：コーチング
　　講師：佐々木ＡＯＭ

・スタッフオフィスの施錠について

盗難、紛失防止のため、スタッフオフィスを出る時は、必ず施錠してください｡
＜患者様連絡事項＞

・小笠原　文人様～昨日の夜は、眼光鋭く、大きな声で独語みられ、他者への干渉も目立っていました｡本日は、話し掛け多くなっていますが、スタッフの話し掛けは聞き入れる事ができています｡精神症状の観察を続け、トラブル防止等注意をしていきます｡

・沼山　深雪　様～本日、スタッフ付添いにて他科受診(市民病院　内分泌科)に行かれています｡採血データに変化なく、経過観察の診断を受けています｡次回10/16(金)13：30受診予定となっています。帰院後は、不調の訴えなく経過しています｡

＜隔離室入室・患者様ケース検討＞

・小笠原　久年様～終日隔離中。9:00～16:00開放観察実施。

　　　開放観察中はホールや自室にて過ごされています。大声を出すこと数回、指でのなぞり書き行為がみられていますが、粗暴行為もなく落ち着いて過ごされています。引き続き精神症状の観察を行い、処遇改善に向け介入していきます。

・木村　格治　様～終日隔離中。

威嚇口調での要求あり。要求が通らないと、大声を出す、ドアを蹴る行為を繰り返しています。午後からスタッフ2名見守りで、問題なく入浴出来ています。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善に向け介入していきます。
・小向　勝見　様～身体拘束中。

朝食は主食1/2・副食1/4　昼食は主食1/2・副食1/3の摂取。ホールでの食事摂取時は、チューブの抜去行為なく経過しています｡引き続き、離床機会を増やし、早期の拘束解除に向け介入をしていきます。

・黒澤　雄治郎様～身体拘束中。

経管栄養トラブル無し。スタッフの声掛けに対し、簡単な疎通が取れています。引き続き、循環障害に注意し、早期の拘束解除に向け介入していきます。

＜要注目患者様＞

・浪打　實　様～　本日、身体状態悪化のため、合併症室に移動となり、胸部レントゲンの結果、右肺心縁部の陰影見られています。本日昼より、内服および食事止めとなり、点滴処方となっています。本人から食事の要望強いため、補食(ゼリー)で対応し、嚥下状態確認後、明日の診察時に検討する事としています。

・小林　満　様～　昨日、9：30身体管理目的にて西病棟より転入となっています。体温34.5℃、脈拍81回/分、血圧101/64mmHg、酸素飽和濃度95％。声掛けに半開眼され直ぐに閉眼。アルコール臭あり、指示にてアルコール呼気検査を実施、1.36㎎/L。内服、食事は本日朝まで中止となり、持続点滴となっています。
　　　　　　　　　本日は、昨夜の睡眠状況も良く、意識清明。ホールで過ごされています。昼食も全量摂取できています。体調の観察を継続し、問題がなければ、本日中に西病棟へ移動予定となっています。

・和田　昌　様～　電話など要求が上手く通らない度に、易怒的となっています。他者とのトラブルに至らないよう観察、介入していきます。

・與羽　光雄　様～本日の午前中は落ち着いて過ごされていましたが、午後の入浴後、独語や車椅子からの立ち上がり、妻様の名を大声で呼ぶなど、落ち着きのなさがみられ、介入要しています。自室へ誘導し、様子観察を継続しています。

・渡部　博之　様～K.M様との交流面で、K.M様の指示に従う行動が目立っています。引き続き、精神症状観察をして、他者とのトラブルとならないよう注意をしていきます。

・木村　正夫　様～W.M様に対し、指示をして行動をさせることあり、理由について「暇そうだから」と話されています。トラブルに至らないよう注意を払い、観察を継続していきます。

・下城　晴美　様～本日朝に拒薬みられましたが、時間間隔をおいて服薬する事が出来ています。日中の離床を促すなど、生活リズムが安定するよう介入観察をしていきます。

＜安ヶ平Dr診察＞

・中山　真由美様～眠気を訴え、減薬を希望されていましたが、現在の処方を継続し、状態をみて検討することとしています。
医療ガス災害時･緊急時の対応について、カンファレンス内で研修を実施しています。

・緊急連絡網の周知　　・緊急時の酸素供給停止レバー操作法

・緊急時に使用する酸素ボンベの所在場所や残量の確認法、使用できる時間の計算法

